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　中世音楽の研究者たちの関心は、概ね 1980 年代以降、個別の作曲家や楽派の仕事を追う様式
史的な分析から、都市や宮廷や教会といった「音楽拠点」における活動の実証へ大きく移行して
きたといえる。中世都市における世俗の音楽活動は、教会音楽に比べて研究者の関心を集めるの
が遅かったものの、都市社会の中での世俗音楽のあり方を描く優れたモノグラフがすでにいくつ
か出されている 1。本書もその流れに棹さすものであり、中世後期のフランス諸都市における世俗
音楽家、すなわち楽師たちの活動を比較しながら論じている。
　著者のピーターズは音楽学の研究者で、現在はウィスコンシン大学オークレア校音楽・演劇学
部教授である。とはいえ、彼女が本書において結実させた研究のアプローチは音楽学者というよ
りはむしろ社会史家のそれに近い。従来、楽師研究においては、王侯や都市の残した会計史料や
租税台帳などから、彼らによる楽師のパトロネージを分析する手法が行われてきた。しかし彼女
は市当局の会計史料の有用性を認めつつも、女性のようにほとんど記録されていない人々がいる
ことや、史料が残存する度合いが都市によって大きく異なることなどを挙げ、この手法の限界を
指摘する。彼女は、南仏諸都市における公証人文書をも分析の対象とし、また、20 以上の都市
における事例を比較的に分析することを通じて、これらの欠点を補おうと試みた。公証人文書は
中世音楽史の研究において顧みられることの少なかった史料類型だが、その分析の成果はとりわ
け第 5 章における楽師同士の人的関係の考察に活かされている。彼女は多くが未刊行であるこれ
らの史料の地道な分析を通じて、都市の楽師たちの活動の実態を総合的に明らかにする。
　構成にそって本書の内容を概観したい。序章で上述のような分析の視角と手法が説明された
後、第 1 章から第 3 章は地域別の概述に当てられる。それぞれの章は「市参事会の前で演奏する」、
「貴族のために」、「都市の栄誉と楽しみのために」と題され、順にフランスの南部・中部・北部
の諸都市において、楽師たちにどのような報酬が与えられ、演奏がどのような機会に行われたか
を述べる。第 4 章から第 6 章はテーマ別の分析となっており、第 4 章「兄弟団のプロセッション
から婚礼まで：都市環境におけるフリーランス」では、市当局に都市の楽師として雇われる以外
に楽師が稼ぎを得た方法として、兄弟団や教会、そして婚礼時の市民による利用、教育、楽器製
作といった場面での楽師の活動が述べられる。第 5 章「一緒に演奏する：楽師の職業的関係」で
は、楽師たちが互いに取り結んだ人的関係、すなわち兄弟団、ギルド、徒弟、そしてパートナー
シップ―例えば違う技術を持つ二人が個人的に契約し、協力して稼ぐこと―といった興味深
い側面が扱われる。そして第 6 章「悪魔の手先と都市の名誉：中世楽師の衝突するイメージ」は、
本書の総括として、彼らが断罪される卑しい芸能者であったのか、それとも栄誉ある音楽家だっ
たのかという楽師研究上の大きな問題に挑む。その中で、都市が彼らを栄誉の象徴として用いる
ようになるにつれて彼らの社会的地位が向上していくことが、租税や土地に関わる史料によって
示される。なお、巻末には史料中の楽器名に関する補遺、主題索引、楽師名索引がある。
　多くの読者にとって意義が大きいのは、後半の三つの章であろう。第 4 章と第 5 章の記述はそ
れぞれ、楽師が中世都市の様々な側面に不可欠の存在であったことと、楽師が都市における一つ
の職業として組織化され、特有の慣行や人的関係を持っていたことを、数々の未刊行史料にもと
づいて教えてくれる。また第 6 章での彼らのイメージと社会的地位に関する考察は、伝統的なキ
リスト教の価値観において断罪された者たちが中世後期の社会にどう取り込まれていくのかとい
1 そのようなモノグラフとして、以下のものを挙げることができる。Keith Polk, German Instrumental Music 
of the Late Middle Ages: Players, Patrons and Performance Practice (Cambridge, 1992); Timothy J. McGee, The 
Ceremonial Musicians of Late Medieval Florence (Bloomington, 2009). 他に、教会音楽家をその中心としては
いるが、個別の都市における音楽活動を考察した研究に Reinhard Strohm, Music in Late Medieval Bruges 
(Oxford, 1985; rev. edn. 1990) がある。 
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う問題の一つの事例として興味深い。一方、楽師研究上の貢献としては、多くの事例の積み重ね
によって、中世後期の楽師が職業としての安定性と尊敬される地位を手に入れる過程を実証した
ことの意義が大きい。これまでもギルドの結成を通じてこれを把握しようとした研究のように、
より限定的な側面からこれを扱うものはあったが、それには新たな史料の探索があまり伴わず、
裏付けが十分とはいえない憾みがあったためである 2。
　本書に欠けている点があるとすれば、楽師の概念や用語法をめぐる考察だろう。楽師研究に
おける難しさの一つは、史料用語とそれが指し示す実体との対応関係がはっきりと捉えられな
いことである。確かに一般的な説明としては、13 世紀中頃に楽師をさす史料上の語は joculator/
jongleur から menestrel/minstrel へ移行していき、それは何でも屋のエンターテイナーから特定の
楽器を専門に演奏する音楽家への移行と対応するとされている 3。しかし、本書で扱われる 14・15
世紀の事例でも joculator や mimes といった語が出てくることは確認できる。彼女はそれらの語
をいずれも世俗の職業音楽家をさすものとして扱っているのだが、こういった史料上の語の違い
が人的実態の差異を反映している可能性について考えることも必要なのではないだろうか。
　とはいえ、本書は広く中世都市社会史の研究に貢献するものとなるだろう。なぜなら、しばし
ば都市の楽師は社会の周縁に追いやられたマージナルな存在と認識されてきたけれども、本書は
その全編を通じて、彼らを周縁集団とみなすことがもはや不可能であることを如実に示している
からである。それゆえ本書の成果は、中世後期の都市における人的紐帯、儀礼や祝祭など、楽師
が関わっている多くの事象の研究において利用されるべきであると考えられる。
2   Kay Brainerd Slocum, ‘ “Confrerie, Bruderschaft” and Guild: The Formation of Musicians’ Fraternal 
Organisations in Thirteenth- and Fourteenth-Century Europe’, Early Music History, 14 (1995), 257–274.
3   Lawrence Gushee and Richard Rastall, ‘Minstrel’, Grove Music Online, Oxford Music Online, <http://
www.oxfordmusiconline.com/subscriber/article/grove/music/18748> [accessed 21 Oct 2013].
